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清
代
社
曾
経
済
史
研
究

重

回

徳

著

昭
和
五
十
年
十
月

波
書
広

A
5
剣

東
京

岩

四

O
二
頁

本
書
は
、
七
三
年
秋
に
亡
く
な
ら
れ
た
重
田
徳
氏
の
諸
論
文
が
、
小
山
正
明

氏
ら
の
勿
力
に
よ
っ

て
、
編
集

・
夜
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

M
M
に
本
習
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
次
郎
氏
の
書
評

(
『
史
的
学
雑
誌
』
八
五
|
四
、

一
九
七
六
年
〉

が
あ
る
外
、
収
録
さ
れ
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
何
人
か
の
先
撃

の
検
討
が
護
表
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
森
正
夫
氏
は
、
最
近

『歴
史
評
論
』

誌
上
に
滋
表
さ
れ
た
論
考
に
お
い
て
(
「
日
本
の
明
清
時
代
史
研
究
に
お
け
る

郷
紳
論
に
つ
い
て
」

付
、
口
、
目
、
三

O
八
、
三
二
一
、
=
二

四
鋭
、
一
九
七

五
J
七
六
年
)
、
重
悶
氏
が
到
迷
さ
れ
た
最
終
的
な
問
題
閥
心
の
針
象
で
あ
り
、

従
っ
て
、
本
書
の
核
心
で
あ
る
郷
糾
支
配
に
つ
い
て
、
重
田
氏
の
論
理
に
卸
し

た
批
判

・
検
討
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

著
者
重
田
徳
氏
は
、
一
九
七

0
年
度
、
京
都
大
泉
文
問
宇
部
の
招
き
に
感
じ
、

「
明
消
枇
命
日
の
基
礎
構
成
」
の
.
題
目
で
議
議
を
行
な
わ
れ
た
。
四
時
か
ら
五
時

四
O
分
ま
で
と
い
う
輸
出
定
時
聞
が
終
り
、
あ
た
り
が
す
っ
か
り
陥
く
な
っ
て

も
、
情
熱
的
で
力
の

こ
も
っ
た

議
議
が
縦
い
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
族

同
氏
や
森
氏
等
の
研
究
に
重
ね、

書
評
を
試
み
る
の
は
、
追
悼
の
意
を
ζ

め
つ

つ
、
道
中
十
ば
に
し
て
倒
れ
ら
れ
た
氏
の
志
の
方
向
を
自
分
な
り
に
整
理
し
、
氏

の
方
法
と
情
熱
を
、

い
さ
さ
か
で
も
受
け
織
が
ん
が
に
め
で
あ
る
。

愛
国
氏
の
議
論
文
は
、
編
集
者
に
よ
っ
て
、
以
下
の
五
つ
の
部
分
に
手
際
よ

く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
清
初
の
地
主
制

第
二
章
国
家
権
力
と
農
民

第
三
章
郷
紳
支
配
の
成
立
と
構
造

第
四
掌
清
末
の
産
業
構
造

附

論

中

園

封

建

制

論
の
批
判
的
検
討

各
章
各
節
の
内
容
は
、

藤
岡
氏
の
書
評
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
乙
で
は
重

ね
て
紹
介
す
る
こ
と
を
避
け
、

重
田
氏
の
問
題
閥
心
と
理
論
の
、
後
展
の
筋
道

を
追
い
か
け
る
。
そ
の
た
め
、
い
さ
さ
か
浴
意
的
な
三
つ
の
時
期
医
分
を
試
み

つ
つ
、
お
お
む
ね
執
筆
の
順
に
整
理
す
る
乙
と
を
許
さ
れ
た
い
。

「
第
一

期
」
は
、
資
本
主
義
的
生
産
闘
係
の
後
生
へ
の
問
題
側
心
か
ら
、
商

品
生
溢
と
商
品
流
通
に
検
討
が
注
が
れ
た
時
期
、
銅
山
い
て
、
商
品
生
産
と
小
経

営
の
順
調
な
設
展
の
困
難
性
の
認
識
か
ら
、
阻
げ
る
も
の
と
し
て
の
地
主
制

へ
、
問
題
闘
心
が
後
展
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
木
蓄
の
第
四
章

と
第
一
章
に
枚
め
ら
れ
て
お
り
、

六

0
年
代
初
期
ま
で
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
の
一

・
二
節
に
お
い
て
、
清
末
の
湖
南
に
お
け
る
製
茶
業
の
畿
日
肢
が

検
討
さ
れ
る
。
そ
乙
で
は
外
国
貿
易
の
設
展
が
茶
業
農
家
に
一
定
の
富
俗
化
を

も
た
ら
し

(
二
五
九
頁
以
下
〉
、
部
分
的
に
は
マ

ニ
品
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
経
営
も

出
現
き
せ
(
二
七
五
頁
以
下
〉

た
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
園
家
植
力

の
あ
ら
わ
な
搾
取
、
前
期
的
商
業
資
本
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
茶
樹
栽
培
農
民

け
山
戸
の

雰
細
過
小
践
的
性
格
等

に
よ
り
、
「
佃
戸
居
を
主
健
と
す
る

山
戸

と
、
前
期
的
商
業
資
本
の
一
つ
の
質
現
形
態
で
あ
る
茶
行
茶
荘
と
の
い
ず
れ

も
が
」
範
階
的
に
は
自
ら
を
止
揚
し
得
な
か
っ
た
と
す
る
。
叉
、
第
一
章
一
節

で
は
、

江
南
デ

ル
タ
地
仰
に
お
け
る
商
品
生
産
の
設
展
に
よ
り
、

早
期
的
に
商

no
 

p
h
u
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日
開
化
さ
せ
ら
れ
た
湖
南
米
の
市
場
を
分
析
し
、
ぞ
れ
が
佃
戸
層
の
自
給
破
壊
を

一
つ
の
基
礎
と
す
る
地
主
市
場
で
あ
っ
た
乙
と
が
主
張
さ
れ
る
。
乙
乙
で
注
目

し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
、
氏
に
お
い
て
は
、
清
代
農
村
一
吐

曾
分
析
の
際
、
地
主
佃
戸
閥
係
は
自
明
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

小
経
営
は
直
接
佃
戸
経
営
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
湖
南
茶
の
研
究

に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
使
用
し
う
る
史
料
は
極
め
て
屡
々
『
山
民
』
と
い

う
ふ
う
に
暖
昧
に
一
括
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
か
ら
先
の
分
析
の
意
欲
を
示

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
に
も
拘
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
直
接
の
護
左

に
も
と
づ
い
て
で
は
な
く
、
一
定
の
推
論
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
窮
極
的
に

は
、
い
わ
ゆ
る
佃
戸
層
を
中
心
と
す
る
零
細
農
民
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
」

(
二
四
八
頁
)
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
叉
、
湖
南
米
市
場
に
闘
す
る
研
究
で

は
、
注
に
お
い
て
、
「
な
お
、
本
稿
の
立
論
に
お
い
て
は
自
作
農
の
存
在
と
役

割
が
背
謡
的
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
過
程
的
な
一
作
業
を
志
し
た
本

稿
の
た
て
ま
え
か
ら
い
っ
て
、
よ
り
機
軸
的
な
閥
係
と
考
え
ら
れ
る
地
主
H
H
佃

戸
開
係
に
ま
ず
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
た
め
で
あ
る
。
」
(
六
六
頁
〉
と
述
べ
ら
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
資
料
的
に
は
「
佃
戸
」
の
用
例
の
な
い
ま
ま
に
、
小
農
は

佃
戸
と
、
「
直
接
生
産
者
の
市
場
と
し
て
で
な
く
、
納
税
負
携
者
の
市
場
(
即

ち
地
主
市
場
)
」
(
一
三
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
土
地
所
有
者
は
地
主
と
、
そ
れ
ぞ

れ
直
結
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
場
を
一
つ
の
歴
史
像
と
し
て
結
寅
さ

せ
、
そ
れ
を
地
主
市
場
と
性
格
規
定
す
る
た
め
に
は
、
自
作
農
の
存
在
は
、
本

来
「
捨
象
」
し
得
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

「
第
二
期
」
は
、
地
主
制
の
園
家
論
的
把
握
の
開
始
期
で
あ
る
。
本
書
第
二

章
に
枚
め
ら
れ
た
諸
論
文
に
首
り
、
時
期
的
に
は
、
六
八
年
ど
ろ
ま
で
に
劉
廃

す
る
。
嘗
時
の
明
清
史
研
究
で
は
、
資
本
主
義
蔵
芽
の
研
究
に
代
り
、
賦
役
制

度
史
研
究
が
次
第
に
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
氏
は
乙
の
成
果
を

ふ
ま
え
、
地
了
銀
制
の
成
立
が
、
古
代
園
家
の
個
別
人
身
支
配
原
理
の
集
約
物

で
あ
っ
た
丁
ど
と
の
役
課
波
を
蹴
出
し
た
こ
と
を
以
て
、
園
家
に
よ
る
佃
戸
支
配

の
放
棄
、
地
主
の
佃
戸
支
配
の
髄
制
的
承
認
と
さ
れ
、
と
乙
に
中
闘
的
な
い
し

ア
ジ
ア
的
な
封
建
園
家
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
乙
の
時
期
に
お
い
て
、
「
第

一
期
」
で
自
明
の
前
提
で
あ
っ
た
地
主
制
は
、
清
代
の
一
定
の
時
黙
で
国
家
権

力
に
牧
東
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
そ
の
意
味
で
未
だ
成
熟
途
上
に
あ
る
生
産
関
係

と
な
り
、
専
制
園
家
の
出
国
範
な
基
礎
で
あ
っ
た
自
作
農
民
が
、
地
主

l
佃
戸
開

係
と
と
も
に
、
氏
の
視
野
の
中
に
組
み
込
ま
れ
始
め
る
。

「
第
三
期
」
は
自
作
農
ま
で
組
み
込
ん
だ
中
園
封
建
国
家
論
の
提
起
さ
れ
る

段
階
で
あ
り
、
本
書
第
三
章
に
牧
め
ら
れ
た
ご
論
文
が
そ
の
具
燈
化
で
あ
る
。

乙
乙
で
は
「
第
二
期
」
に
展
開
さ
れ
た
地
主
園
家
論
が
設
展
さ
せ
ら
れ
、
「
車

な
る
地
主
支
配
の
枠
を
ζ

え
た
範
隣
で
あ
り
、
経
済
的
・
経
済
外
的
関
係
を
通

じ
、
と
り
わ
け
閤
家
権
力
と
の
不
即
不
離
の
関
係
を
媒
介
と
し
て
、
軍
に
佃
戸

に
射
す
る
支
配
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
自
作
農
を
中
心
と
す
る
他
の
諸
階
層
に
削
刻

し
て
も
、
い
わ
ば
『
土
地
所
有
に
基
か
ぬ
支
配
』
を
完
結
す
る
笛
該
枇
曾
の
基

礎
単
位
」
と
し
て
の
「
郷
紳
支
配
」
概
念
が
導
入
き
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

地
丁
銀
制
成
立
|
園
家
の
人
身
支
配
放
棄
1

地
主
園
家
の
成
立
、
と
い
う
、
車

線
的
な
「
第
二
期
」
の
封
建
図
家
論
に
構
造
的
な
深
化
が
加
え
ら
れ
る
。

氏
に
よ
る
と
、
郷
紳
と
は
理
純
に
城
居
地
主
等
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
郷
紳
支
配
の
吐
曾
的
責
健
は
地
主
制
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
自
ら
の
持
つ
優
菟
特
植
を
軸
に
、
闘
家
の
牧
奪
に
よ
っ
て
後
落

の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
自
作
農
・
在
村
地
主
層
を
自
ら
の
支
配
関
係
の
中
に
と

り
込
み
、
私
的
封
建
的
閥
係
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
、
土
地
の
強
買
や
高
利
貸

を
行
な
い
、
税
糧
を
私
し
、
あ
る
い
は
裁
剣
機
を
行
使
し
、
自
ら
告
示
を
出

し
、
私
的
な
暴
力
装
置
と
し
て
の
偉
僕
群
を
持
ち
、
郷
曲
に
武
断
す
る
な
ど
、

-157ー
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私
的
に
質
現
し
た
封
建
楢
力
を
志
向
す
る
。
し
か
し
、
佃
戸
の
階
級
的
成
長

と
、
地
主
の
在
地
性
の
喪
失
に
規
定
さ
れ
て
、
郷
紳
支
配
は
新
た
な
権
力
掴
閥
系

を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
ぞ
背
景
に
、
地
了
銀
惚
制
の
成
立
に
よ
っ

て
、
郷
紳
支
配
は
、
築
地
的
関
家
櫛
力
の
内
に
止
揚
さ
れ
る
。
即
ち
、
園
家
の

佃
戸
に
射
す
る
個
別
人
身
支
配
が
放
棄
8
れ
、
地
主
の
佃
戸
支
配
が
合
法
化
さ

れ
、
同
時
に
位
僕
に
み
ら
れ
る
地
主
の
私
的
な
経
済
外
強
制
の
袋
置
は
、
国
家

権
力
に
吸
収
代
位
さ
れ
る
。

ζ

こ
に
、
侍
統
的
な
王
朝
支
配
の
鰻
系
を
繕
承
し

つ
つ
、
地
主
の
階
級
支
配
の
に
め
の
権
力
機
構
と
し
て
、
清
朝
が
立
ち
現
わ
れ

て
く
る
と
言
わ
れ
る
。

以
上
重
田
氏
の
研
究
の
足
ど
り
を
、
私
な
り
に
整
理
し
に
。
ま
ず
気
付
く
の

は
、
本
苛
一固
に
牧
め
ら
れ
た
氏
の
諸
論
文
が
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
明
清
時
代
史

研
究
の
、
一
つ
の
す
ぐ
れ
た
縮
闘
と
な
っ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
資
本
主
義
蔚
芽

論
宇
へ
の
参
加
、
中
悶
前
近
代
社
曾
に
お
け
る
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
要
素
愛
展
の

困
難
性
へ
の
認
識
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
比
較
史
的
方
法
に
謝
す
る
反
省
、

中
園
佐
倉
の
構
造
論
へ
の
傾
斜
と
い
っ
た
、
明
清
時
代
史
研
究
の
基
本
方
向

は
、
「
歴
史
を
人
聞
の
営
み
の
共
通
性
に
お
い
て
理
解
す
る
、
人
類
の
歴
史
を

貫
ぬ
く
共
通
の
設
展
法
則
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
『
世
界
史
の
思
想
』
へ
の
志

向
と
寄
輿
」
(
三
六
九
頁
)
を
め
ざ
し
た
重
田
氏
の
研
究
の
内
に
も
表
現
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
氏
の
研
究
は
、
勿
論
、
日
本
の
明
清
史
研
究
と
、
軍
純
に
卒

行
的
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ン
ア
枇
曾
停
滞
論
批
判
、
「
土
豪
劣
紳
」

の
歴
史
的
研
究
、
所
謂
近
代
化
論
に
射
す
る
批
剣
等
、
新
ら
し
く
展
開
さ
れ
る

課
題
を
問
題
意
識
の
基
底
に
は
ら
み
つ
つ
、
氏
の
研
究
で
は
「
第
一
期
」
か
ら

「第
三
期
」
ま
で
に
特
徴
づ
け
に
よ
う
に
、

常
に
先
行
す
る
時
期
の
研
究
で
残

さ
れ
に
問
題
が
、
次
の
時
期
の
研
究
で
は
、
よ
り
理
論
化
の
範
囲
が
鎖
大
き
れ

る
乙
と
に
よ
り
、
解
決
に
向
っ
て

い
る
。
「
第

一
期
」
か
ら
「
第
三
期
」
に
至

る
主
要
な
展
開
は
、
「
閏
家
」
概
念
の
導
入
で
あ
り
、
地
主
佃
戸
開
係
に
三
冗

化
さ
れ
な
い
、
自
作
曲
以
も
含
め
た
、
よ
り
多
様
な
経
機
関
係
の
理
論
化
で
あ
っ

た
乙
と
は
、
す
で
に
見
に
と
う
り
で
あ
る
。
と
う
し
た
氏
の
研
究
の
展
開
過
程

は
、
氏
の
「
封
建
」
中
園
位
曾
に
似
到
す
る
、
理
論
的
組
み
立
て
の
鍛
密
さ
を
示

す
と
同
時
に
、
自
己
の
研
究
に
射
す
る
、
氏
の
貼
検
の
鋭
さ
を
も
一示
す
の
で
あ

ろ・フ。以
上
で
み
に
重
田
氏
の
研
究
の
展
開
経
過
に
卸
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

氏
の
論
黙
の
集
約
的
提
起
は
、
本
書
第
三
章
に
牧
め
ら
れ
に
、
郷
紳
支
配
論
を

基
軸
と
す
る
、
封
建
国
家
論
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
問
題
整
理
を
、

ζ
ζ

か
ら

始
め
た
い
。

重
田
氏
の
最
大
の
理
論
的
提
起
は
、
地
主
佃
戸
闘
係
で
は
把
え
切
れ
な
い
自

作
農
部
分
、
あ
る
い
は
中
小
地
主
ま
で
自
己
の
支
配
下
に
組
み
入
れ
る
、
郷
紳

支
配
値
制
の
設
定
で
あ
り
、
郷
紳
支
配
が
園
家
的
に
「
止
揚
」
さ
れ
た
も
の
と

し
て
の
、
清
朝
封
建
問
幽
家
論
の
措
定
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
氏
の
清
朝
支
配
健
制
の
分
析
に
闘
し
て
み
る
と
、
そ
の
封
建
園
家
と
し
て

の
性
格
は
、
「
第
二
期
」
に
既
に
到
達
し
た

4

地
丁
銀
穏
制
|
個
別
人
身
支
配

放
棄
|
地
主
の
佃
戸
支
配
の
承
認
。
と
い
う
見
地
以
上
に
進
ん
で
は
い
な
い
よ

う
に
恩
わ
れ
る
。
確
か
に
、
明
末
に
至
る
郷
紳
支
配
形
成
過
程
の
研
究
で
は
、

自
作
農
・
中
小
地
主
部
分
ま
で
組
み
込
ん
に
、
郷
紳
支
配
慢
制
の
線
合
的
検
設

が
な
さ
れ
る
。
そ
ζ

で
は
、
優
四
月
特
植
を
利
用
し
た
、
中
小
土
地
所
有
者
層
へ

の
私
的
支
配
の
扱
大
、
私
的
な
経
済
外
的
強
制
の
装
置
と
し
て
の
健
僕
な
ど
を

に
の
み
、
政
治
機
力
分
興
を
も
利
用
し
た
、
裁
剣
機

・
徴
税
楠
枯
一
寸
の
私
的
行
使

に
み
ら
れ
る
封
建
化
の
志
向
が
指
摘
さ
れ
に
。
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し
か
し
氏
に
よ
る
と
、

ζ

の
よ
う
な
郷
紳
支
配
は
地
丁
銀
制
の
成
立
に
よ
っ

て
園
家
権
力
に
「
止
揚
」
さ
れ
、
「
園
家
権
力
へ
の
吸
収
・
昇
華
」
を
と
げ
て

し
ま
う
。
そ
ζ

で
は
、
明
末
の
郷
紬
仰
が
園
家
と
封
立
を
は
ら
み
つ
つ
め
ざ
し
て

い
た
、
中
小
地
主
・
自
作
農
支
配
は
、
個
別
地
主
佃
戸
支
配
の
中
へ
牧
束
し
て

し
ま
う
か
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
第
二
期
」
か
ら
「
第
三
期
」

へ
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
多
様
な
経
済
関
係
の
統
一

的
把
復
(
自
作
農
支
配
硯
貼
)
は
、
充
分
生
か
さ
れ
切
っ
て
い
な
い
。

乙
の
問
題
鮎
は
、
氏
の
園
家
権
力
分
割
理
論
に
も
影
響
を
輿
え
る
。
氏
の
地

主
佃
戸
開
係
設
展
の
理
解
は
、
第
一
章
第
二
節
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
の
地
主

制
に
つ
い
て
」
で
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
明
清
研
究
者
と
同
じ

く
、
氏
色
、
明
末
清
初
以
前
の
地
主
制
に
お
い
て
は
、
佃
戸
の
地
主
に
似
到
す
る

隷
岡
崎
性
は
、
清
代
以
上
に
強
固
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
「
隷
属
性
が
極
端

に
強
く
」
「
名
は
佃
戸
と
雄
も
、
僕
隷
と
異
る
な
し
」
と
い
う
佃
戸
か
ら
、

「
頑
佃
」
と
稽
き
れ
る
佃
戸
へ
の
設
展
が
、
地
主
制
緩
展
の
基
調
で
あ
っ
た
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
も
し
氏
の
自
作
農
・
中
小
地
主
支
配
観
貼
が
導

入
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
地
主
は
園
家
権
力
の
「
承
認
」
を
経
る
ま
で
も
な
く
、

宋
代
か
ら
明
代
ま
で
、
佃
戸
に
針
す
る
私
的
支
配
を
、
よ
り
強
い
形
で
確
保
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
清
代
に
至
っ
て
郷
紳
が
園
家
権
力
を
自
ら
の
も
の
と
し

つ
つ
も
、
佃
戸
の
自
立
性
の
高
さ
と
、
地
主
の
郷
村
支
配
か
ら
の
遊
離
の
た
め

に
、
集
権
的
権
力
を
分
割
し
登
す
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
、
地
主

|
佃
戸
税
貼
よ
り
見
る
限
り
、
清
代
よ
り
も
明
以
前
の
方
が
、
よ
り
権
力
は
分

割
さ
れ
や
す
く
、
地
主
政
権
と
し
て
の
外
貌
を
備
え
や
す
か

っ
た
は
ず
で
あ
っ

た。
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だ
が
、
氏
が
明
末
に
お
い
て
提
起
さ
れ
に
よ
う
な
、
郷
紳
地
主
に
よ
る
、
中

小
地
主
や
自
作
農
部
分
を
も
包
み
込
ん
だ
、
私
的
封
建
的
支
配
へ
の
志
向
の
存

在
し
た
ζ

と
は
、
歴
史
的
な
事
賓
で
あ
ろ
う
。
叉
、
そ
れ
は
清
代
に
至
っ
て

も
、
軍
に
地
丁
銀
制
と
し
て
園
家
槽
力
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
ピ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
「
事
費
上
の
」
関
係
に
と
ど
ま
っ
た
と
は
言
え
、
「
包

撹
」
等
の
形
を
と
っ
て
(
西
村
元
照
氏
、
七
五
年
度
東
洋
史
研
究
禽
大
曾
殻
表

「
明
清
時
代
の
包
撹
に
つ
い
て
」
)
、
存
績
な
い
し
稜
展
を
と
げ
た
ζ

と
も
激
想

さ
れ
る
。
そ
れ
は
引
き
綴
き
、
多
く
の
人
々
の
賞
設
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
郷
紳
支
配
(
箪
な
る
郷
紳
的
土
地
所

有
で
な
い
)
の
問
題
を
、
軍
に
園
家
に
よ
る
優
菟
特
種
の
問
題
等
に
限
定
す
る

乙
と
な
く
、
形
成
の
経
済
的
契
機
に
ま
で
湖
っ
て
究
明
し
、
歴
史
的
な
位
置
づ

け
を
輿
え
る
乙
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
重
田
氏
の

郷
紳
支
配
論
に
即
し
て
、
一

・
二
の
貼
を
再
検
討
し
た
い
。

第
一
は
、
郷
紳
支
配
形
成
の
基
本
矛
盾
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
重
田
氏

に
あ
っ
て
は
、
郷
紳
支
配
形
成
の
経
済
的
動
機
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
主
と
し
て

園
家
に
錦
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
一
方
で
、
「
大
土

地
所
有
形
成
の
基
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
園
家
に
の
み
錦
せ
し
め
る
乙
と
は
で

き
な
い
」
(
一
八
三
頁
〉
と
さ
れ
る
。
し
か
し
園
家
の
農
民
支
配
の
慶
力
に
よ

っ
て
生
ず
る
波
落
農
民
形
成
を
、
「
農
民
層
の
分
解
の
主
要
な
契
機
」
と
し
、

「
農
民
が
過
重
な
径
役
に
よ
っ
て
波
落
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
逃
れ
て
富
家
に

身
を
投
じ
佃
戸
と
な
る
、
あ
る
い
は
債
務
に
よ
っ
て
そ
の
奴
隷
と
な
る
、
と
い

う
の
は
乙
の
時
代
に
枚
翠
に
い
と
ま
の
な
い
事
例
を
有
す
る
基
本
的
な
農
民
層

分
解
の
形
式
」
と
さ
れ
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
い
わ
ゆ
る
郷
紳
的
土
地
所
有
と

さ
れ
る
も
の
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
園
家
|
農
民
間
の
矛
盾
を
前
提
と
す
る

が
ゆ
え
に
、
郷
紳
の
も
つ
特
権
H
H
絡
役
の
優
菟
が
意
味
を
も
ち
、
そ
れ

κよ
っ

て
農
民
を
影
庇
し
つ
つ
展
開
し
た
現
象
」
(
一
八
二
頁
)
と
規
定
さ
れ
る
。
し
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か
し
、
園
家
の
農
民
牧
奪
に
よ
っ
て
山
氏
民
暦
分
解
を
規
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

郷
紳
的
土
地
所
有
の
形
成
を
説
明
す
る
方
法
は
、
常
に
非
歴
史
的
と
の
批
判
を

受
け
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
難
い
。
園
家
の
小
浪
民
盤
迫
と
そ
れ
に
よ
る
自
作
農

の
波
落
、
官
僚
身
分
保
有
者
に
よ
る
土
地
集
積
自
健
、
特
に
明
末
に
至
っ
て
始

っ
た
乙
と
で
は
な
い
。
「
中
園
前
近
代
史
を
同
一
趣
向
の
構
聞
の
た
え
切さ
る
再

生
産
」

か
ら
解
放
せ
ん
と
さ
れ
た
氏
の
意
闘
に
照
し
て
不
十
分
な
も
の
と
な
ろ

w
「
ノ
。

そ
れ
で
は
、
郷
紳
支
配
形
成
の
基
本
的
契
機
は
、
一
種
ど
ζ

に
見
出
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
蔵
芽
研
究
以
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
、

現
代
に
至
っ
て
査
期
的
な
設
展
を
と
げ
る
商
品
生
産
、
商
業
的
農
業
の
展
開
と

大
き
な
関
連
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
商
業
的
農
業
の
設
展
と
い
う
契
機
は
、
勿
論

重
田
氏
の
論
理
の
中
に
も
組
み
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「第

三
期
」
の
研
究
段
階
に
至
っ
て
も
、
そ
れ
は
お
お
む
ね
以
下
の
二
貼
に
限
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
前
期
的
商
業
高
利
貸
資
本
と
地
主
制

の
墜
迫
の
も
と
で
、
佃
戸
の
手
に
は
剰
徐
質
現
の
は
附件
は
存
在
し
な
か
っ
た
と

は
い
え
、

生
産
物
の
商
品
化
を
通
じ
て
、
佃
戸
は
地
主
に
針
す
る
直
接
的
隷
廊

か
ら
解
放
さ
れ
得
た
と
い
う
主
張
。
も
う
一
つ
は
、
商
業
的
機
能
の
増
大
に
よ

っ
て
、
地
主
の
在
地
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明

末
清
初
の
商
品
生
産
設
展
を
評
領
す
る
た
め
に
は
、
乙
の
見
解
で
は
、

首
面
一一

つ
の
駄
で
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
重
田
氏
が
「
第
二
期
」
か
ら
「
第
三

期
」
へ
と
進
む
中
で
前
進
さ
せ
ら
れ
た
、
。
中
園
「
封
建
制
」
理
解
の
た
め
に

は
、
自
作
農
部
分
ま
で
視
野
に
入
れ
る
乙
と
が
必
要
だ
ヘ
と
い
う
観
鮎
か
ら

し
で
も
、
商
品
生
産
を
「
佃
戸
の
自
立
化
」
の
面
だ
け
で
把
え
る
の
は
、
極
め

て
一
面
的
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
商
品
生
産
の
小

経
脇
田
に
及
ぼ
す
影
響
そ
の
も
の
の
基
本
的
認
識
に
か
か
わ
る
。
前
期
的
資
本
の

も
と
で
は
小
経
営
は
剰
徐
を
百
現
し
得
な
い
、
あ
る
い
は
刑
判
徐
は
質
現
し
得
な

い
が
自
立
再
生
産
が
可
能
に
な
る
、
と
い
っ
た
理
論
が
資
く
お
ζ

な
わ
れ
て

い

る
が
、
こ
れ
は
理
論
的
に
も
賞
設
的
に
も
、

解
明
し
蓋
き
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
明
末
清
初
に
お
け
る
地
主
制
の
綴
大
の
基
礎
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
商

業
的
農
業
の
瞭
範
な
展
開
に
も
と
づ
く
剰
徐
の
確
保
の
さ
れ
方
の
分
析
を
ま
っ

て
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

郷
紳
支
配
形
成
の
契
機
の
評
償
は
、
以
上
の
よ
う
な
調
角
か
ら
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
第
二
の
検
討
き
れ
る
べ
き
黙
は
、
形
成
さ
れ
た
郷
紳

支
配
の
歴
史
段
階
と
し
て
の
評
償
の
問
題
で
あ
る
。
氏
は
乙
れ
を
中
閣
に
お
け

る
封
建
制
の
成
立
と
み
な
さ
れ
、

ζ

の
前
提
に
は
、
郷
紳
支
配
の
鶴
制
的
確
立

に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た

「
個
別
人
身
支
配
」
を
古
代
的
・
奴
隷
制
的
な
も
の
と

み
な
す
氏
の
見
解
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
現
在
ま
で
の
研
究
史
の
水
準
に
し
た

が
え
ば
、
中
園
に
お
け
る
古
代
図
家
の
奴
隷
制
的
性
格
は
、
い
わ
ゆ
る
身
分
と

し
て
の
奴
隷
の
存
在
を
指
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
図
家
の
人
民
支
配
の
原
則

の
中
に
乙
そ
示
さ
れ
る
」
(
一
O
四
J
五
頁
〉
。
個
別
人
身
支
配
論
そ
の
も
の
に

射
す
る
批
判
も
最
近
な
さ
れ
て
い
る
が
、
図
家
|
農
民
聞
を
奴
隷
制
と
見
な
す

べ
き
歴
史
段
階
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
逆
に
「
個
別
人
身
的
支
配
」
が
園
家

の
奴
隷
制
的
性
格
を
示
す
と
は
、
少
な
く
と
も
言
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
園
家

が
直
接
小
経
営
を
把
握
し
て
も
、
そ
れ
は
農
奴
制
で
あ
り
得
る
(
鳥
居
一
康
氏

「『
園
家
的
奴
隷
制
』
『
園
家
的
農
奴
制
』
概
念
の
中
園
前
近
代
史
へ
の
適
用
を

め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
史
研
究
』

一
六
三
腕
参
照)。

思
う
に
氏
は
封
建
制
と
農
奴

制
を
同
一
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
雨
者
は
別
の

も
の
で
あ
る
う
。
先
に
倹
討
し
た
よ
う
な
小
経
営
褒
展
の
再
評
領
を
お
こ
な
う

な
ら
、
明
末
清
初
以
後
の
郷
紳
支
配
は
、
む
し
ろ
農
奴
制
の
解
題
過
程
に
お
け

る
一
現
象
と
し
て
評
領
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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以
上
、
本
書
第
三
章
に
収
め
ら
れ
た
重
田
氏
の
郷
紳
支
配
論
を
中
心
に
、
若

干
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、
第
三
掌
部
分
が
重
田
氏
の
研
究
の
総
括
的
位

置
に
あ
る
に
ろ
う
と
い
う
判
断
に
基
い
て
い
る
。
だ
が
、
本
軍
国
の
他
の
部
分
も

極
め
て
興
味
深
い
分
析
と
、
鋭
い
指
摘
に
富
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
「
第
一

期
」
と
呼
ん
だ
時
期
の
著
作
に
は
、
私
に
と
っ
て
興
味
深
い
黙
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
ら
が
「
第
三
期
」
の
氏
の
問
題
視
鮎
で
再
整
理
さ
れ
た
ら
、
理
論
の
穆
系

は
、
よ
り
堕
か
な
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
志
半
ば
に
し
て
病
魔
に
倒
れ
ら

れ
た
氏
の
心
中
を
察
し
て
徐
り
あ
る
。

第
一
章
第
一
節
の
湖
南
米
市
場
の
分
析
で
は
、
地
主
制
を
前
提
と
し
て
議
論

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
地
主
市
場
と
い
う
性
格
規
定
も
そ
乙
か
ら
生
ま
れ
た
。

し
か
し
同
節
は
、
全
図
的
な
米
穀
需
要
に
よ
っ

て
、
早
期
的
に
主
殺
の
商
品
化

に
ま
き
込
ま
れ
て
い
く
小
経
営
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
第
三
期」

の
自
作
農
観
貼
を
導
入
す
れ
ば
、
園
家
と
小
経
営
の
閥
係
を
理
解
す
る
上
で
極

め
て
有
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
、
商
業
的
機
能
を
脇
田
h
U
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在
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形
態
と
そ
の
愛
生
基
盤
は
、

，
「
ノ
。

郷
紳
支
配
形
成
を
考
え
る
上
で
役
立
う
で
あ
る

更
に
、
第
一
章
第
三
節
「
祷
律
に
お
け
る
一雇
工
と
佃
戸
」
で
は
、
佃
戸
・

雇

工
の
法
的
地
位
の
上
昇
と
し
て
一
般
に
許
領
さ
れ
て
い
る
現
象
が
、
軍
な
る
既

存
の
佃
戸

・
一庭
工
の
上
昇
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
主
僕
の
分
の
存
在
し
よ
う

の
な
い
佃
戸
や
雇
工
の
新
た
な
生
成
と
い
う
面
か
ら
も
評
領
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
さ
れ
る
。
一
荷
代
に
お
け
る
佃
戸
や
雇
工
の
愛
生
過
程
||
従
っ
て
そ

れ
は
郷
紳
支
配
の
形
成
過
程
で
も
あ
ろ
う
ー
ー
を
考
え
る
上
で
、

興
味
深
い
指

摘
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
無
知
を
か
え
り
み
ず
勝
手
な
議
論
を
積
み
重
ね
た
。
も
は
や
氏
の
叱

正
の
い
た
だ
け
な
い
現
在
、
そ
の
論
文
の
慾
意
的
な
理
解
を
行
な
っ
た
で
あ
ろ

う
乙
と
を
恐
れ
る
。

最
後
に
、
氏
の
冥
繭
を
一
肋
り
つ
つ
、

筆
を
お
き
た
い
。
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